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大丸有SDGS ACT5とは

大丸有SDGsACT5実行委員会

注力して取り組む5つのテーマ

202４年度は5つのACTに紐づいて、街を舞台に５４個のアクションを展開
合計約７０社（実行委員企業を除く）の協力先と連携しながら様々な啓発イベントや実証等を展開

【 ACT 1 】
サステナブル
・フード

【 ACT 2 】
環境

【 ACT 3 】
ひとと社会のWELL

【 ACT 4 】
ダイバーシティ＆
インクルージョン

【 ACT 5 】
コミュニケーショ

ン

「大丸有SDGs ACT5」は、大手町・丸の内・有楽町（以下、大丸有（だいまるゆう）エリア）を起点に、2030年のSDGｓ達成に向け、企業や団体
の枠を越え、街ぐるみでSDGｓ活動を展開するプロジェクトで、2020年に始動、今年６年目となります。
大丸有エリアの企業・団体が実行委員会を組成し、それぞれのリソースを掛け合わせながら、毎年5月から11月末までの7か月間、SDGs達成に
資する様々なアクションを展開しています。



本事業の背景

約5,000事業所が集積し、約35万人が
働く大丸有エリアでは、日々たくさん
のエネルギーや資源が消費されている。

企業単体ではなく、街として環境負荷
をいかに低減していくかが重要な課題
である。

大丸有SDGs ACT5では、これまでも
資源循環を始め環境課題に関するセミ
ナーを実施してきたが、さらに多くの
人々に「自分ごと」として捉えてもら
いたい、そして一人一人ができること
を見つけてもらいたい。

そのように考え、丸の内を舞台に、
楽しみにながら気軽に参加できる
「循環」をテーマとした２日間のフェ
スティバルを開催。

一人一人の「ちょっとした行動」が、
未来を変える第一歩に。



本事業の目的

1. サーキュラーエコノミーの普及・啓発
持続可能な社会の実現に向けて、リユース・リペア・アップサイクルなどの循環型ライ
フスタイルを体験・学習できる場を提供し、就業者・来場者の意識と行動変容を促す。

2. 企業・団体・個人の連携促進
大丸有エリアを中心とした企業・団体・個人が一体となって資源循環に取り組む姿を発
信し、社会全体でのサステナブルなまちづくりを推進する。

3. 実践的な循環型消費の体験提供
エリアで廃棄される廃棄物等を活用したアップサイクルワークショップなどを通じて、
就業者・来場者が地域の廃棄物問題を理解することによる環境課題への意識向上と、循
環型の消費行動を体験することにより、消費行動を見直す機会を創出する。

4.「サーキュラーシティ丸の内」の情報発信
エリア内の資源循環の取り組みや将来像を展示・紹介し、街のサステナビリティ戦略を
広く共有することで、賛同者を増やし、街全体での取り組みを加速させる。



実施内容



実施概要

■開催日時：2025年10月30日(木)・31日(金) 10：00～19：00
■開催場所：丸の内オアゾ OO広場
■コンテンツ内容

・資源循環を体感できる“循環ワークショップ”
・循環型ライフスタイルを実践できる“循環ブース”
・大丸有エリアの資源循環のビジョン発信
・資源循環をテーマにしたショートムービー放映

「循環」をテーマとした2日間の体験型フェスティバル

リユース・リペア・アップサイクルなどの循環型ライフスタイルを体験・学習できる場を提供
することにより、大丸有エリアの就業者・来街者の意識と行動変容を促す。
また、大丸有エリアを中心とした企業・団体・個人が一体となって街ぐるみで資源循環に取り
組む姿を発信することにより、社会全体でのサステナブルなまちづくりを推進する。

期待される効果



実施体制図

主催

大丸有SDGs ACT5実行委員会
（事務局：三菱地所株式会社）

全体監修・ビジュアル制作

Harch（ハーチ株式会社）

ブース出展

①プラスチックのアップサイクルワークショップ
・ハーチ株式会社
三菱地所プロパティマネジメント株式会社（素材提供）

②古着回収
・株式会社 ECOMMIT

③家庭で気軽に始められるコンポストキット「AgriPoucher®」展示販売
・株式会社 地球Labo

④リペアサービスの受付
・パタゴニア日本支社

⑤アップサイクルブランド「Ligaretta」展示販売
・大丸有エリアマネジメント協会（リガーレ）

会場協力

丸の内オアゾ
（三菱地所プロパティマネジメント株式

会社）

イベント運営

株式会社STORY

ワークショップ運営

①「スターバックスで楽しく学ぶサステナビリティ」
・スターバックス コーヒー 丸の内オアゾ店、
皇居外苑 和田倉噴水公園店

②「新品よりずっといい」
・パタゴニア日本支社

③「ロスを減らすフラワーアレンジメント」
・ビジョンサービス株式会社（運営）
・株式会社東京會舘・株式会社日比谷花壇（生花提供）
・新東京花店（生花提供）
・Flower Studio FLORA FLORE（生花提供）

④「コンポスト堆肥で、ミックスリーフを育てよう！」
・株式会社地球ラボ



実施スケジュール

モニター利用 モニター利用



循環ワークショップの様子

「コンポスト堆肥で、ミックスリーフを育てよう！」 

「スターバックスで楽しく学ぶサステナビリティ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



循環ワークショップの様子

「新品よりずっといい」  

「ロスを減らすフラワーアレンジメント」  



循環ブースの様子

 古着回収 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エシカル商品が当たるガチャガチャ 

ペットボトルキャップのアップサイクル体験  家庭で気軽に始められるコンポスト展示 



循環ブースの様子

丸の内発のアップサイクルブランド「Ligaretta」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WORN WEAR（パタゴニア） 

ショートムービー「Repar cafe」モニター上映 会場入り口から見た様子 



会場設営

イベント入口パネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組紹介パネル 取組紹介パネル 

会場全体の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



来場人数



循環ワークショップでの実地結果
スターバックスで楽しく学ぶサステナビリティ 参加者数

親子で楽しみながら循環を学べる場を作りたいと考え、本イベントを実施しました。3～5歳の親子を対象に募集をかけましたが、平
日の午前中ともあり集客に苦戦しました。最終的には近隣の保育園の子供達が大勢来てくれ、終始和気あいあいとした雰囲気の中で、
スターバックスの資源循環の取組みを学びながら牛乳パックのアップサイクル体験をして頂きました。参加費がやや高めの設定だった
ことや、日時とターゲットのミスマッチなど、改善できる部分は多々ありますが、参加者が皆さんとても楽しまれており、親子でサス
テナビリティを学べる機会は貴重であると感じました。

17名

コンポスト堆肥で、ミックスリーフを育てよう！

家庭用コンポストに取り組む方は徐々に増えていますが、あえてその先の「堆肥の活用」に着目し、本イベントを実施しました。「食
の循環」や「土」について考えながら、コンポストで作られた堆肥で栽培体験をしました。当日は、個人だけではなくエリア就業者が
団体でご参加されるなど、資源循環への興味関心の高まりを感じました。「都会のビルの中で土に触れる」という行為自体が、参加者
をリラックスさせているようにも感じました。

16名

新品よりずっといい

大量生産・大量消費が問題視されているアパレル業界ですが、これは業界のみの問題ではなく、流行を追い求め、新しい服を買い続け
る消費者にも原因があると考えます。丸の内循環ひろばでは、古着回収も行いましたが、洋服を「永く、丁寧に使い続ける」というと
いう選択肢もあることを、本イベントを通じて参加者に伝えることができたのではないかと感じます。参加者が持ってきた穴の空いた
洋服を自分の手でリペアすることで、ますます愛着のある一着になりました。参加者の皆さんがとても満足気に帰られたのが印象的で
した。

14名

ロスを減らすフラワーアレンジメント

フードロスなどと比較するとまだあまり知られていない「ロスフラワー」の課題に着目し、本イベントを実施しました。丸の内の東京
會舘様他、エリア内の生花店にご協力頂き、婚礼会場での使用済み成果や店舗での廃棄花を用いて、ロスフラワーの課題について学び
ながらワークショップを行いました。「まだこんなに綺麗なのに捨てられてしまうなんて…」とショックを受けておられる参加者も多
くいらっしゃいました。後日、イベントに参加された企業の方からお声がけ頂き、別の場でもワークショップを開催しました。少しづ
つですが、輪が広がっていることを実感しています。

29名



循環ブースでの実地結果

この日のために溜めて持って来られる方もいて、古着回収のニーズを強く感じました。
回収衣類

239着

ペットボトル
キャップ再利用

約1,500個

定量結果



循環ブースでの実地結果



イベントチラシ



Peatix広告（2025.10.1～10.29にて参加者募集）



Peatix広告（2025.10.1～10.29にて参加者募集）



メルマガ配信（2025.10.24 エコキッズメルマガ）



課題・今後の展開

課題点
参加者満足度は高かったものの、想定したよりも参加者が集まらなかった。（企画内容が固まる
まで時間がかかり十分な告知・PRができなかったことや、平日開催だったことが要因と分析）

資源循環に興味をもつ企業は多いが、本事業への巻き込みが上手くできなかった。（イベントの
企画段階で企業ニーズを汲み取り、一緒にイベントを作り上げていく流れが必要だった）

丸の内ポイントと連携していたため、ポイント目的の参加者が一定数見受けられた。（ＡＣＴ５
活動全体の課題であるが、SDGs活動へのインセンティブ付与をいつまで継続するかが課題）

今後の展開
「イベント」という形式に拘らず、エリアでのサーキュラーエコノミーの推進に向け、より本質
的で効果的な事業の推進方法をあらためて検討する。

環境意識の高いエリア企業を巻き込み、大丸有エリアにおける環境コミュニティを形成していき
たい。企業単体では解決できない取組みをエリアの複数企業で解決する仕組みを構築。

現在実施しているエリア店舗（約50店舗）との連携（マイボトル・マイバッグ活動推進等）を強
化し、個人が気軽に参加できる環境活動の拠点を増やす。



（参考）参加者アンケート



（参考）参加者アンケート



（参考）参加者アンケート



（参考）参加者アンケート



（参考）参加者アンケート



（参考）参加者アンケート

（一部を抜粋）
・コンポストを実際見て始めたかったので、お話を聞けて良かったです。
・ポイントも貯まって社会貢献もできてとてもいいと思ったから。
・ペットボトルキャップを自転車で粉砕して型で形成してかわいいストラップになるのがおもしろかった。
・知らなかった為になる情報を得ることができた。
・環境問題に関心がもてました。
・楽しく、地球環境にも役立つ体験ができ満足でした。とても良い取り組みだと思いました。
・身近なものが身近な道具で様変わりするのが興味深かった。
・古着が無駄にならなかったのが良かったし、ポイントももらえて嬉しい。
・環境について考えるきっかけになった。
・ペットボトルのリサイクルの仕組みを体感できたため。技術などを詳細に教えてくれたから。
・ペットボトルの蓋がキーホルダーになるのはおもしろいです。リサイクルの仕組みが目に見えて良かった。
・サーキュラーエコノミーを知るきっかけになった。
・大切にしていた服を諦めない、しかも自分で直せることに喜びを感じることが出来ました。
今日伺って本当に良かったと思っています。

・ペットボトルキャップがこのようにリサイクルされることはイメージなく、運動もできて面白かった。
・ロスフラワーと記載されていましたが、とても綺麗なお花が沢山あり、初めてのフラワーアレンジメントを体験できました。
お花が廃棄されている事を知れて、今後もこういった取り組みに参加したいと思えました。とても楽しかったです！

・こんなに捨てられるお花があるとは知りませんでした。興味深く、為になり、また楽しかったです。
・スターバックスさんのワークショップに園児と参加させていただきました。子どもたちにとてもわかりやすくお話ししてく
ださり、クイズや工作などを通してたくさんの経験をさせていただき本当にありがとうございました。

・土地の栄養や食事をとる理由から入り、参加者の心的ハードルが下がったかと思います。そこから、世界の社会課題やコン
ポストの普及率等データの説明をした後に、体験型のワークをしたので、理解までが早かったと感じます。

・ダーニングを知れたことで、リペア意欲が高まった。
・色々なエコの形を知れて嬉しかった



（参考）参加者アンケート

９．本イベントは、気軽に楽しみながら、毎日のちょっとした行動を地球にとってよいものに変えていくきっかけとなることを目的に
開催しています。本イベントを通じて感じたことや、今後の生活で取り入れてみたいことなどがあればお聞かせください。

（一部を抜粋）
・古着回収や修繕をして物を使う。
・色々身近なものでエコ活動を更に取り組もうと思いました。
・フードロスの削減やゴミを少なくする意識を持ちたい。
・早速、コンポストを始めるため、購入しました。
・捨てること考えず、リサイクルしたいと思いました。
・楽しんでやってみたい。
・服のリペアは自分にはできないと思っていたがやってみると楽しくできそうと思えた。
・ものを大切にしようと思いました。
・このような取り組みを続けてほしい。
・まずは分別から取り組みたいと思いました。
・万博で身近に感じていたサーキュラーエコノミー、もっと身近に感じました。
・花を買おう、気楽に飾ろうと思いました。年間10本なら可能、あと積極的に規格外のお花なども探してみたいです。
・スターバックスさんのコーヒー豆のかすがあんなにも色々なところに活用されているということを知り驚きました。地球
にとって良い暮らしとは何かを改めて子供達と考えていきたいと思います。貴重な経験の場をありがとうございました。

・ゴミの分別、エコバッグ利用等 あらゆる取り組みを進めて行きたいです
・限られた資源を大切にするだけでなく楽しみながらリサイクルする視点・気づきをもらえたのが良かった。
・これからもこのようなイベントに期待します。
・気軽さ手軽さは、参加側からすると大変魅力的です。本イベントを通じて、実際にコンポストを取り組もうと考えており
ます。

・普段から循環について考えることが多いですが、新しいものを購入する際によく考える、改めて分別に気をつけて使える
ものは再利用するようにしたいです。

・改めて、コンポスト、リペア、など少しずつ取り入れたい。
・ゴミを減らす、リサイクルする。
・ペットボトルを買わずにタンブラーを持ち歩く。
・エコバッグを持つこと。
・コンビニで箸をもらわないようにする。


